（5）山口県宇部市・南風荘（身体入所・知的障害者通所授産施設）

※コンサルタント：(有)柳川経営研究所

　●モデル事業取り組み以前の作業の内容 （※工賃水準ステップアップ対象科目）
　　※ウエス製造全般（ウエスの裁断・縫製など）

　　・食品加工（せんべいの製造など）、簡易作業（せんべいの箱作りなど）

　　・ソーイング（ミシンを使ってのエプロン製造など）

　●工賃水準ステップアップの方向性

　　→ ウエスの現状分析（生産性の分析）、効率化に向けた改善計画の策定

→ 一人当たりの生産性の拡大（生産ラインの再編成、運搬業務の圧縮、適材適所の人員配置）、職員の業務見直しによる営業職員の確保、職員のマネジメント能力の向上、など

　●工賃アップ目標達成のための改善計画の概要

　　①営業面・商品面・費用面等の視点にて現状分析を行い、課題を抽出

　　②課題解決の方法の検討

　　③工賃水準ステップアップ推進計画の作成

　●計画実行スケジュールの概要

　 ※18年度 － ＰＤＣＡサイクルの“Ｐ”（計画）段階の年

・平成18年10月　ウエス事業の現状分析

　　　・平成18年11月　具体的数値目標・改善計画の策定

　　　・18年12月～19年2月　具体的数値目標・改善計画の実現に向けた評価

　 ※19年度以降 － Ｄｏ（実施）→ Ｃｈｅｃｋ（チェック）→ Ａｃｔｉｏｎ（改善）

　●地域ネットワーク会議の委員の選定プロセス

　　　地域ネットワーク会議の設置においては、従来の福祉依存的な社会観からの脱却や、今後の施設経営のあり方を含め、新法への新体系移行を考慮し設置した。

　　　構成委員の選定については、上記目的達成のための外部委員として、今後の事業ユーザーや雇用支援の関連として地元企業（特例子会社）・商工会議所・市町村の方々に地元委員として依頼したほか、県内の障害者の就労についての情報やアドバイスを得るため、労働関係団体から山口県雇用開発協会にも委員を依頼。当施設（法人）からは、ウエス事業に携わる職員等が地域ネットワーク会議に参加し、必要な各種データ等の収集を行った。
　●具体的数値目標と達成度
	
	17年度実績
	18年度の実績

（事業完了時点）
	19年度の目標
	最終目標

（21年度）

	平均工賃

(目標)金額
	19,354円
	実績： 20,557円

目標：　21,464円
	22,727円
	28,000円


　●モデル事業における効果

　 ① 利用者への効果

　  ・ 計画作成段階で終了、効果の検証に至っていない。

　　（本モデル事業について具体的な実施方法等がはっきり決まっていない現状での説明は、かえって混乱を招きかねないため、具体案が出来次第説明する予定である）

 ② 職員への効果
　　・ 経営コンサルタントというのがどういうものかが分かった。

　　・ 経営のポイント・事業戦略等専門的な手法について学ぶことができた。

　　・ 職員が今行わなければならないこと（目標）の再確認ができた。

　　・ 問題点が明確化され、職員の意識の改革につながった。

 ③ 施設全体への効果
　　・ 課題抽出を行う上での分析手法等が学べた。

　　・ 施設管理者等経営陣を含めた職員や利用者の意識改革が必要なことが痛感できた。

　　・ 課題として抽出された内容を、具体的プランとして取り組み、効果に結びつけることが工賃アップ（所得保障）につながると考えている。

　　・ 改革のためのプロジェクトの立ち上げができ、問題解決時のプロセスも把握できた。

　●今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望

　　約半年という短いスパンでは時間的余裕がなく、工賃水準ステップアップのための具体的行動を起こすまでには至らなかった。しかし、経営コンサルタントやアドバイザーにご協力いただき、おおよその輪郭、中長期目標といったものは見えてきたように思う。

　　今後、ビジネス感覚を身に付け、障害のある人たちの工賃アップ（所得保障）につなげていくためにも、職員と施設（法人）の意識改革が求められる。今回のモデル事業ではプランニングまでしかできていないが、重要なことはこのプランをいかに確実に実施し、成果を生むかということ。確実に本事業を進めるためにも、19年度以降のチェック体制が必要。
　●コンサルタントの総合評価

　　・ このモデル事業で南風荘の中心的事業であるウエス事業の現状分析・実態調査を行い、工賃アップに必要な客観的問題点が浮き彫りになった。

　　・ 今年度はPDCAサイクルのP（計画段階）の年であり、課題解決に必要なテーマの決定、プロジェクト推進メンバーの決定、推進計画の立案までを終えることができた。

　　・ したがって来年度からDo（実施）→Check（チェック）→Action（改善）を回し、具体的改善を実現させていくことになる。

　　・ このモデル事業での取り組みを十分活用し、来年度は改善行動を実施し、具体的成果を出していくことが重要である。

　●工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）の進め方に対する意見・提案

　（モデル事業実施施設の立場から）

　　・ 施設職員と利用者の意識改革をまず行わなければならない。電話が鳴っても来客があってもそれに対応しようとしない職員、また少々形が歪んでも製品を出荷しようとしてしまう職員・利用者の意識の低さとチェック体制の甘さ。与えられた仕事を漠然とこなしていれば給料・工賃が貰えた今までの福祉施設の体系を根本から見直す必要がある。福祉的な研修だけではなく、民間業者と同じようなビジネスマナー研修、スキルアップ研修の必要性を強く感じる。
　（コンサルタントの立場から）

　　・ 現状分析、問題発見のためには内部資料やデータの整備・備蓄が重要だが、南風荘だけでなく、各施設とも共通して収集されていないのではないかとの懸念がある。

　　・ 福祉施設の置かれている環境、および職員の特性を理解することが重要。

　　・ 職員意識の改革、教育訓練が極めて重要。

























⑤南風荘（身体入所・知的通所授産施設）





⑤南風荘（身体入所・知的通所授産施設）
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